
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所所属属：：  仙仙台台高高等等専専門門学学校校  総総合合工工学学科科 

研研究究タタイイトトルル：：ハハーードドウウェェアアととソソフフトトウウェェアアのの両両側側面面をを  
考考慮慮ししたた計計算算機機シシスステテムムととそそのの教教育育活活用用  

 

氏氏名名：：      北北島島宏宏之之／／KKIITTAAJJIIMMAA  HHiirrooyyuukkii  EE--mmaaiill：：  kkiittaagg@@sseennddaaii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  情情報報処処理理学学会会，，日日本本機機械械学学会会，，IIEEEEEE  

研研究究分分野野：：  情情報報科科学学、、情情報報工工学学  

キキーーワワーードド：：  計計算算機機アアーーキキテテククチチャャ，，計計算算機機シシスステテムム，，情情報報ネネッットトワワーークク，，IICCTT    

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・計計算算機機アアーーキキテテククチチャャ  

・・計計算算機機シシスステテムム  

・・情情報報ネネッットトワワーークク  

 
研研究究内内容容：：    

IICCTT  ((IInnffoorrmmaattiioonn  aanndd  CCoommmmuunniiccaattiioonn  TTeecchhnnoollooggyy))  がが日日常常にに深深くく浸浸透透ししココモモデディィテティィ化化ししてていいるる。。教教育育現現場場ににおおけけるる日日頃頃

かかららのの授授業業やや研研究究ににおおいいててもも、、計計算算機機ややネネッットトワワーーククのの利利用用がが進進むむがが、、そそのの一一方方でで効効果果的的なな利利用用やや問問題題発発生生時時のの対対

応応ににつついいてて実実利利用用面面ままででのの教教育育がが行行きき届届いいてていいるるととはは言言いい難難いいののがが現現状状ででああるる。。原原因因ととししてて、、設設備備等等ののハハーードドウウェェアア

とと、、リリテテララシシ等等ののソソフフトトウウェェアアのの両両側側面面のの問問題題がが挙挙げげらられれるる。。前前者者ににつついいててはは、、一一般般にに計計算算機機ややネネッットトワワーークク機機器器とといいっっ

たた機機器器類類にに加加ええ、、そそれれららののシシスステテムムととししててのの構構成成等等がが焦焦点点ととななるるほほかか、、予予算算面面やや多多数数ののユユーーザザニニーーズズがが関関わわるるののがが実実

際際ででああるる。。そそののたためめ、、シシスステテムムのの設設計計やや構構築築、、導導入入、、利利用用ままでで様様々々なな状状況況をを想想定定しし、、加加ええてて年年々々進進歩歩すするる技技術術やや製製品品

にに対対応応すするる必必要要ががああるるななどど考考慮慮すすべべきき内内容容がが多多くく、、教教育育内内容容ととのの乖乖離離がが懸懸念念さされれてていいるる。。後後者者ににつついいててもも、、個個々々ののアアププ

リリケケーーシショョンンソソフフトトウウェェアアややネネッットトワワーーククササーービビスス等等のの利利用用方方法法ののみみででななくく、、最最近近ででははセセキキュュリリテティィにに関関すするる理理解解やや意意識識もも

重重要要視視さされれてておおりり、、ここれれららはは利利用用にに際際ししててのの大大ききなな障障壁壁ににももななっってていいるる。。  

  

本本研研究究でではは、、計計算算機機シシスステテムムやや情情報報ネネッットトワワーーククとといいっったた、、IICCTT 機機器器やや環環境境にに関関すするる教教育育とと、、そそれれららをを利利活活用用すするるたためめ

ののシシスステテムム開開発発ややププロロググララムム開開発発をを行行っってていいるる。。シシンンググルルボボーードド計計算算機機をを用用いいたた研研究究でではは、、限限らられれたた計計算算機機資資源源環環境境

下下ででのの画画像像処処理理やや AAII 技技術術、、セセンンササデデーータタ処処理理をを対対象象ととししてていいるる。。WWeebb ササーーババアアププリリケケーーシショョンンソソフフトトウウェェアアやや AAPPII  

((AApppplliiccaattiioonn  PPrrooggrraamm  IInntteerrffaaccee))  にに関関すするる研研究究でではは、、従従来来ののササーーババ側側アアププリリケケーーシショョンンソソフフトトウウェェアアののほほかか、、近近年年特特にに利利

用用がが広広ががっってていいるるククララウウドドササーービビススをを利利用用すするるププロロググララムムややククラライイアアンントト側側ののモモババイイルルアアププリリケケーーシショョンンソソフフトトウウェェアア等等をを

広広くく対対象象ととししてていいるる。。ままたた、、情情報報可可視視化化やや、、セセンンササデデーータタ、、画画像像等等のの処処理理にに関関すするる研研究究でではは、、人人のの動動作作やや手手のの動動ききにによよ

るる情情報報検検索索ややアアププリリケケーーシショョンンソソフフトトウウェェアアのの操操作作、、膨膨大大ななデデーータタかからら抽抽出出さされれたた有有用用デデーータタのの可可視視化化ななどどユユーーザザイインンタタ

フフェェーーススをを含含むむププロロググララムム開開発発をを行行っってていいるる。。ささららにに、、授授業業支支援援シシスステテムムにに関関すするる研研究究でではは、、ee ララーーニニンンググシシスステテムムのの教教

育育利利用用やや応応用用、、遠遠隔隔授授業業ををススムムーーズズにに行行ううたためめののシシスステテムム開開発発等等をを行行っってていいるる。。ここれれらら計計算算機機アアーーキキテテククチチャャやや情情報報ネネ

ッットトワワーークク、、計計算算機機シシスステテムムのの技技術術的的側側面面かからら、、情情報報リリテテララシシややセセキキュュリリテティィとといいっったた利利用用的的側側面面ままでで幅幅広広くく対対象象ととししてて

研研究究をを進進めめてていいるる。。  

  

  

 
提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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